
市民参加に関係する新しい事業や取組
（令和３年６月１１日から令和３年８月３１日までに広報発表されたもの）

資料５

広報発表日 概要 所属

6月22日 ニコニコ北っ子「つながるフェスタ ON THE WEB 」～リニューアル OPEN！～

北区では平成３０年度から北区子育て支援推進会議(※１)や大学との企画・協働により，身近な地域における

子育て中・妊娠中の家庭同士や子育て支援機関が集うイベントであるニコニコ北っ子「つながるフェスタ」を実施
してきました。

昨年度，本事業は新型コロナウイルス感染症拡大防止のためWEBサイトを新設し，オンライン開催に変更しました。

今般，子育てに関する情報配信を中心に内容を拡充し当該WEBサイトをリニューアル公開することとしましたので，
お知らせします。

リニューアルポイント：

〇全てのコンテンツを一般公開に変更

オンライン講座も北区民以外も参加ＯＫに変更（昨年は，一部を北区民限定に設定）

〇手遊び・親子遊びなど新たな子育て関連動画を多数配信

〇管内公園マップや子ども食堂情報など子育て支援情報の内容を拡充

〇tupera tupera との新たな共同企画を検討中（第２弾として，１０月公開予定）

北区役所
保健福祉セン
ター
子どもはぐくみ
室

6月23日 KYOTO Agri Business Café 

京都市では，AI・ICTを活用したスマート農業や，多業種連携によるバリューチェーンの構築，地元産品を生かし
た６次産業化といった新しいビジネスモデルを創出することで，農家の所得向上，経営基盤の強化を図るため，

この度，農家や民間企業，関係団体，大学，金融機関等の多様な主体が集まってワークショップを行う「KYOTO 
Agri Business Café 」を創設いたします。

日時：令和３年７月２６日（月）午後４時２０分～午後６時００分

手法：オンライン開催（Ｚｏｏｍ）

実施イメージ：

「KYOTO Agri-Business Café」では，市内農家をはじめ，分野・業種を問わず，民間企業や大学等，多様な

主体に参加いただき，テーマごとのグループディスカッションを通じて，これまでの発想にとらわれない

新たなビジネスモデルの創出を行います。

また，ビジネスマッチングに向けたコーディネートやSNSを活用した交流の場の設置，現地視察など，年４回

開催する「KYOTO Agri-Business Café」でのグループディスカッション以外でも，新たなビジネスモデルの創

出を促すためのフォローアップを行います。

産業観光局
農林振興室
農林企画課
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広報発表日 概要 所属

6月24日 「２０５０京からＣＯ２ゼロ条例」賛同運動
「京から広げるゼロの輪」キックオフ会合の開催について～ここから広げるゼロの輪～

本市では，「京都議定書」を引き継ぐ「パリ協定」により世界共通の目標とされた脱炭素社会の構築に貢献する
ため，令和元年５月１１日，「２０５０年までにＣＯ２排出量正味ゼロ」を目指すことを，全国に先駆けて表明し
ました（「１．５℃を目指す京都アピール」）。本市から始まった「２０５０ゼロ」を目指す動きは，全国の自治
体に拡大し，昨年１０月に国の方針となりました。

本市の「２０５０年ゼロ」宣言から２年を迎える中，「２０５０年ゼロ」の達成に向けて，行動の輪を広げてい
くため，昨年１２月に改正した「京都市地球温暖化対策条例」(愛称：「２０５０ 京からＣＯ２ゼロ条例」)の賛同
運動「京から広げるゼロの輪」を実施することとしています。

この度，この運動の開始に当たり，下記のとおりキックオフ会合を実施しますので，お知らせします。

日時：令和３年６月２９日（火）午後４時３０分～午後５時

出席者（予定）：

⑴ 京都市 ・京都市長 門川 大作

⑵ 大学・研究機関 ・大学共同利用機関法人人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 所長 山極 壽一 氏

・学校法人平安女学院 理事長 山岡 景一郎 氏

⑶ 事業者 ・京都商工会議所 ・イオンモール株式会社 ・医療法人財団康生会

・三洋化成工業株式会社 ・彌榮自動車株式会社

今後の取組：

「２０５０年ゼロ」や「将来の世代が夢を描ける豊かな京都を目指す」など，「２０５０ 京からＣＯ２ゼロ条

例」の理念に賛同いただける主体を募ることで，脱炭素社会の構築に向けて取り組む機運の醸成を図ります。

本会合後，以下のページにおいて，「２０５０ 京からＣＯ２ゼロ条例」の賛同者を募集します。賛同いただ

いた企業・団体の名称は，市のホームページで公表させていただきます。

https://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000285776.html

また，各賛同団体の取組等を発信することで，本年11 月に英国で開催予定の国連気候変動枠組条約第26 回

締約国会議（COP26）における議論の後押しを図ります。

環境政策局
地球温暖化対策
室
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広報発表日 概要 所属

6月25日 「損害保険に関する連携・協力についての 包括連携協定」の締結について

この度，京都市では，一般社団法人京都損害保険代理業協会，京都府保険代理業協同組合，一般社団法人日本損
害保険協会近畿支部京都損保会と，防災知識の普及啓発，損害保険の加入促進，災害発生時における保険請求手続
き等に関する支援を内容とした協定を締結します。

複数の損害保険事業者が加入する業界団体と自治体による損害保険の加入促進を目的とした協定を締結する自治
体は，本市が初めてとなります。つきましては，下記のとおり，協定締結式を行いますので，お知らせします。

日時：令和３年６月３０日（水） 午後３時１０分～午後３時３０分

協定内容：

⑴ 防災知識の普及・啓発 広報活動等を通じた市民に対る防災知識の普及・啓発

⑵ 損害保険への加入促進 広報活動等を通じた市民に対する損害保険への加入促進

⑶ 損害保険の請求手続き等に関する支援

市民（被災者）よる保険請求手続きの支援を目的とした指定避難所への締結相手

方職員の派遣， 臨時の相談窓口の設置等

協定締結機関：一般社団法人京都損害保険代理業協会，京都府保険代理業協同組合，

一般社団法人日本損害保険協会近畿支部京都損保会

行財政局
防災危機管理室
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広報発表日 概要 所属

6月28日 京都はぐくみ憲章～子どもを共に育む京都市民憲章～
令和３年度「行動指針」の策定及び周知リーフレットの発行について

子どもを健やかで心豊かに育む社会を築くために，京都市民共通の行動規範として制定された「京都はぐくみ憲
章（子どもを共に育む京都市民憲章）」。

この憲章を実践する行動の輪が一層広がるよう，「子どもを共に育む京都市民憲章の実践の推進に関する条例」
に基づき，令和３年度の「行動指針」を定め，市民の皆様に周知を図るためのリーフレットを発行します。

周知リーフレット

⑴ 発行日 令和３年７月１日（木）

⑵ 配布先等 令和３年７月１日（木）以降，市役所案内所，各区役所・支所地域力推進室まちづくり推進担当，

保健福祉センター子どもはぐくみ室，市立図書館等において配布します。

⑶ 規格 Ａ４版，４ページ，４色刷，１００,０００部

インターネット掲載

京都市ホームページ（下記ＵＲＬ）に掲載 https://www.city.kyoto.lg.jp/hagukumi/page/0000285941.html

子ども若者はぐ
くみ局
はぐくみ創造推
進室

https://www.city.kyoto.lg.jp/hagukumi/page/0000285941.html


広報発表日 概要 所属

7月1日 地域と連携した市民生活と観光の調和推進事業補助制度の募集開始について

京都市では，この度，観光の再開に備えて，マナー問題や混雑，新型コロナウイルス感染症の拡大などの観光課
題の防止・解決に資する地域団体の自主的な取組等を支援するため， 下記のとおり「地域と連携した市民生活と観
光の調和推進事業補助制度」の募集を開始しますので，お知らせします。

補助制度の目的：市民及び観光客の安心・安全を確保し， 地域文化を継承していくため，観光によって生じる

様々な課題の解決・発生防止や，地域の観光振興及び活性化を目的とした地域の自主的な取組

を支援する。

補助対象団体：市内在住者， 市内に通勤又は通学する者等によって自主的に組織された団体

（例：保勝会，自治会，地元協議会，有志の団体 等）

補助対象事業：（１）観光課題解決事業

（２）地域観光振興及び活性化事業

補助対象事業期間：令和３年４月１日（木）～令和４年３月３１日（木）

産業観光局
観光MICE推進室
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広報発表日 概要 所属

7月29日 公民連携・課題解決推進事業「KYOTO CITY OPEN LABO」の開設に伴う行政課題等に対する提案の募集開始及び
専用WEBサイトの開設について

この度，京都市では，各部署の行政課題その他の社会課題（以下「行政課題等」といいます。）を提示し，課題
を提示した部署と民間企業等が一緒になって，実証実験等により課題解決を図っていくため，公民連携・課題解決
推進事業「KYOTO CITY OPEN LABO」を下記のとおり開設し，行政課題等の公開を通じて，民間企業等から課題の解
決に資する技術やノウハウ，アイデアなどの提案を募ります。

また，併せて，専用WEBサイトを開設しますので，お知らせします。

行政課題等に対する提案募集の開始日：令和3年8月2日（月）

専用WEBサイト：＜URL＞ open-labo.city.kyoto.lg.jp

専用WEBサイトの主な内容及び特徴：

（1）提案募集中の行政課題等をビジュアル化して提示

（2）民間企業等からの提案を募る応募フォームを掲載

（3）公民連携ラボの進捗状況を公開

総合企画局
総合政策室
市民協働推進担
当
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広報発表日 概要 所属

8月20日 「しみセン“つながる”ネット」の運用について
～地域の皆様と一緒に活動するNPO（市民活動団体）を紹介します～

「しみセン」（京都市市民活動総合センター）では，地域の様々な課題等に対し，市民活動団体など多様な主体
とのネットワークを形成し，連携を促すことで，地域社会を支える活動を促進しています。

この度，自治会・町内会など地域で活動する団体が抱える「地域をもっと良くしたい！」「ちょっと困っている
…」という思いに対して，しみセンがそのネットワーク機能をいかして仲介役となり，伴走支援ができる市民活動
団体の紹介からマッチングにいたるまでのサポート体制の更なる充実を図ってまいります。

【対象団体】

地域団体 ：地域住民で構成された地縁組織（自治会・町内会，体育振興会，自主防災会 等）

市民活動団体：法人格の有無を問わず，目的を持って公益的な活動を行う団体

（NPO法人，一般社団法人，実行委員会 等）

連携事例の紹介に加え，具体的な事務手順等については，しみセンの当事業専用ホームページで公開しておりま
す。 （https://tsunagaru.shimisen-kyoto.org）

文化市民局
地域自治推進室
市民活動支援担
当

広報発表日 概要 所属

8月25日 京都里山ＳＤＧｓラボ「ことす（ＫＯＴＯＳ）」の開設について
＜ 元京北第一小学校を活用したテレワーク拠点の先行オープン＞

この度，京都市では，元京北第一小学校を活用したテレワーク拠点「京都里山ＳＤＧｓラボ「ことす（ＫＯＴＯ
Ｓ）」」を下記のとおり開設しますので，お知らせいたします。

「ことす」は，右京区京北地域の豊かな自然環境をいかしたテレワークやワーケーションの拠点となる「テレワー
クエリア」（校舎南側）と，木の文化の発信や食，健康等をキーワードに様々な共創や地域との交流が生まれる
「クリエイティブエリア」（校舎北側）で構成される交流拠点です。

本年８月３１日に「テレワークエリア」を先行的にオープンし，１１月中には「クリエイティブエリア」をオー
プンする予定です。

【施設開設日】テレワークエリア：令和３年８月３１日（火）

クリエイティブエリア：令和３年１１月予定

【施設運営】 「京都里山ＳＤＧｓラボ運営協議会」※による運営

※ 京都市及び京都大学，京北自治振興会のほか，ＳＤＧｓの社会実装に取り組む民間事業者等

１２団体からなる協議会（任意団体）。令和３年６月設立。

文化市民局
地域自治推進室

右京区役所
京北出張所

https://tsunagaru.shimisen-kyoto.org
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広報発表日 概要 所属

8月31日 12大学の学生が地下鉄駅をアートでジャック！
「KYOTO駅ナカアートプロジェクト2021」の実施について～市バスアート車両も走行！～

京都市内の芸術系等12大学と京都市では，協賛企業等の協力のもと，「KYOTO駅ナカアートプロジェクト2021」を，
下記のとおり実施いたしますので，お知らせします。

この取組は，「大学のまち京都」，「文化芸術都市京都」で学ぶ学生たちが創作したアート作品を，地下鉄駅や
市バスに展開することにより，京都の重要な都市装置である地下鉄や市バスのイメージアップと活性化を図るとと
もに，京都の文化芸術を発信することを目的に，平成21年度から実施しているもので，今年で10年目を迎えます。

10周年となる今年度は，「Next…」を創作テーマとし，約2箇月間にわたり，地下鉄駅や市バスを，学生たちの個
性豊かな感性で創作されたアートで彩りますので，ぜひ御覧ください。

【今回のテーマ・狙いなど】

(1) 作品のテーマは「Next...」

(2) 学生が創作したアート作品の展開により，駅と市バスから京都の文化芸術を発信

(3) 「学・産・官」が連携し，京都の学生に活躍の場を提供

【実施期間】

(1) 駅ナカアート展示期間 令和3年9月22日（水）～11月30日（火）

※8月下旬から順次作品の設置を開始し，9月22日までに全大学の作品の設置が完了します。

(2) 市バスアート車両運行期間 令和3年9月22日（水）～令和4年8月下旬

【実施駅及び参加大学】

国際会館駅・・京都精華大学 松ヶ崎駅・・京都工芸繊維大学 北山駅・・・・京都府立大学

北大路駅・・・大谷大学 五条駅・・・京都女子大学 六地蔵駅・・・京都教育大学

二条城前駅・・京都市立芸術大学 二条駅・・・嵯峨美術大学 太秦天神川駅・嵯峨美術短期大学

椥辻駅・・・・京都橘大学 東山駅・・・京都芸術大学

三条京阪駅・・京都美術工芸大学 ＊市バス車両（1両）のデザインアートも実施

主催：KYOTO駅ナカアートプロジェクト実行委員会 構成団体／参加12大学，京都市（交通局，文化市民局）

後援：京都商工会議所

協力：文化庁 地域文化創生本部

協賛：株式会社イシダ，有限会社画箋堂，京都信用金庫，京都地下鉄整備株式会社，株式会社サンエムカラー，

株式会社ジイケイ京都，株式会社島津製作所，株式会社バックス画材，ポノス株式会社，村田機械株式会社，

株式会社 リーフ・パブリケーションズ ※50音順

交通局
企画総務部
営業推進課
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広報発表日 概要 所属

8月23日 「京都市地域コミュニティ活性化ビジョン（案）」に係る市民意見募集中！

この度，京都市では，地域コミュニティに係る現状と課題を市民の皆様と共有し，誰もが「地域の一員」として
相互に多様な在り方を認め合い，つながり，支え合っていくとともに，地域住民，地域団体，市民活動団体，地域
企業，大学等，あらゆる主体が連携・協働して地域コミュニティの活性化に向けて取り組んでいくため，「京都市
地域コミュニティ活性化ビジョン（案）」を取りまとめました。

つきましては，市民の皆様から広く御意見を募集していますので，お知らせします。

詳細は，京都市ホームページで御確認ください。皆様の積極的な御意見をお待ちしております！

https://www.city.kyoto.lg.jp/templates/pubcomment/bunshi/0000288036.html

【募集期間】：令和３年８月２６日（木）～９月２７日（月）

＜お問合せ先＞

京都市 文化市民局 地域自治推進室 地域づくり推進担当

電話：075-222-3049

文化市民局
地域自治推進室
地域づくり推進
担当

https://www.city.kyoto.lg.jp/templates/pubcomment/bunshi/0000288036.html

